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事  業  報  告  書 

事  業  名 アニマルセラピーの実施、実施の調査、研究 

申 請 分 野 
 

団体指定寄附・分野指定寄附（      分野） 

目 的 

※事業がどのように対象者・利用者の利便性の向上や支援につながったかなど、事業の目的を記載

してください。 

令和４年度、学童保育の児童に対し、オンラインと動画を活用し

た動物介在教育に着手し、児童アンケートから一定の効果をみた。 
① そこで制作した動画について、実際の教育実施を経て、プログ

ラムや参加者の実情に合わせた改訂を行い、より汎用性があ

り、効果の高いものに整備充実する。 
② 制作動画を利用し、児童や親子に対して、「動物理解」「飼養責

任」「他者尊重」の教育目的の動物介在教育を幅広く実施して

いく。 

事 業 実 施 の 
地域及び対象者 

※実施する事業内容の対象地域、対象者数について記載してください。 

香川県内の児童と家族 

具 体 的 な 
事 業 内 容 

※実施した事業内容について、具体的に記載してください。 

・動画改訂を 追加素材撮影や字幕のチェック、ナレーションの変

更など 様々な場面で活用できるように改訂を外注委託し再録画や

ナレーション修正等を 4 か月間かけて行った。 
 
① 不登校生への活動 

 改訂した動画を利用し、通常訪問している教育支援センターで

の交流に活用した。また県教委の実施する学校内サポートルーム

で動画を活用して交流をした。 
② 夏休み展示企画・親子講座の実施。 

市民セミナーは集客の問題で実施できなかった。児童教育につい

ては、子ども食堂 1 か所や事業所で実施し親子が参加した。 
③ 広報 

① ②の参加者募集を新聞掲載 SNS などで積極的に行った 
・協会の運営にかかる保険料、機器保守費用などを賄った。 

事 業 実 施 の 
効 果 

※事業の実施がどのように今後の法人活動の活性化や基盤強化につながるのかを具体的に記載し

てください。 

動物福祉に配慮し 生体を同伴せずとも 子どもたちは改訂製作した動

画で心臓の音を聴いて命の大切さを実感したり、犬の生活動画で動物愛

護を学んだりと より良い動画を用いて伝えることができた。 
このシステムを今後も活用していきたい。 

備 考 
※その他、特にＰＲしたいこと等があれば記載してください。 
 

ＵＫドッグセラピー協会 
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事 業 実 施 の ス ケ ジ ュ ー ル 

年 月 活動内容 対象者 参加者数 

令和５年 
４月～ 
令和６年 
３月 

１．不登校生への活動 
 ・ R５年 ６・７・１１月 R6 年 ２月 

   不登校生への対面訪問セラピー活動 

 

高松市教育支援センター3 か所および観音寺教育支援 

センターへ犬と 7 回活動を行った。会場で、タブレットをテ

レビモニターに接続し、動画を利用して一部説明する機会

をもった。 

 

・ R６年 １月～３月 

 県教育委員会の依頼により 自分の教室に入れず不

登校気味の児童に向けて開設された小学校内サポート

ルームへ 動画を用いながら犬と訪問する活動を行っ

た。 

 

・ R５年 ９月 

子ども食堂での動物への思いやり体験講座 

坂出市地域食堂 1 か所より要望があり、動画・タブレット

を利用した教育プログラムを実施した。動画を観ながら

命について、心臓の音、触れ合い方などを学び、ロール

プレイを実施することにより犬の気持ちに寄り添った接

し方を親子で学んだ。 

 

２．夏休み展示企画・おやこ講座 
  ・ R５年７月１日～３１日 活動犬パネル展示 

丸亀市市民交流活動センターマルタスにて活動パネル

を展示。パネル、パンフ等を通じ活動を広報した。 

 

・ R５年８月１３・２６日 夏休みおやこ講座 

   １回目はマルタス内にて 生体を使わず動画で学ぶ講座 

   ２回目は事業所内にて体験交流講座 

   

 

３・ 広報 
・ R５年４月～R６年３月 

活動についての広報を、当協会ホームページやブログ、開

設した SNS を利用して発信し、広報した。 

 

支援セン

ターに通

う小４～

中３生 
 
 
 
 
校内サポ

ートルー

ム通室児

童と保護

者 
 
当該子ど

も食堂利

用者 
 
 
 
 
一般県民 
 
 
 
小学生と

保護者 
 
 
 
一般県民 
 

４回 
子ども 41 名 
センター関

係者 11 名 
 
 
 
 
 
 
 
子ども 20 名 
保護者 6 名 
  
 
 
 
 
 
子ども 11 名 
保護者 9 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５家族 16 名 
 
 
 
 
 
 

（注１）いつ、どこで、何を、どのように、どのような体制で実施したかなどを、詳細に記載してください。 

（注２）企画、準備、成果確認や実施後の振り返りなども含めて記載してください。 

（注３）対象者や参加者数など事業の規模等が分かるように記載してください。 
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収  支  精  算  書 
【収入】                            （単位：円） 

項  目 金額 説  明 
ＮＰＯ基金補助金額 ★   445,737  
自己資金計 50,638 ①＋②＋③＋④ 
 ① 参加料収入 0  

② 会費等 50,638  
③ 寄附金等   
④ その他  ※内容を具体的に記載してください。 

 
その他助成金等収入計 610,000 ①＋②＋③ 
 ① 補助金収入 270,000 県 NPO 基金 団体指定寄付 

➁ 委託金収入 0  
➂ その他 340,000 

 
 

※内容を具体的に記載してください。 
香川県共同募金会助成金（高齢者施設

入居者、教育支援センターへの活動） 
その他資金収入 0  

合  計 1,106,375  
  （注）その他助成金等収入はＮＰＯ基金以外の助成金等を受ける予定がある場合に記載してください。 

【支出】 

項  目 金額 うちＮＰＯ基金 
補助金充当額 

説 明 
（使途、積算根拠等） 

① 賃金、報償費 303,100 116,000 協会内支払い規定による諸謝金。 
② 旅費       51,800 11,400 協会内支払い規定の距離による諸謝金 
③ 消耗品費 153,019 100 セラピー犬おもちゃ材料（ハギレ） 
④ 印刷製本費 34,100 22,320 展示用パネル印刷費 7 枚(2890 円/枚) 

1 枚(890 円/枚)計 8 枚、他コピー代 
⑤ 通信運搬費、手

数料 
37,830 23,144 ZOOM 年間契約料 22,110 円 

関係書類送料、パネル購入・動

画委託費時の振込料 
⑥ 委託料 209,000 209,000 オンライン教育プログラムの動

画制作委託費他 
⑦ 賃料及び賃借料       31,460 13,820 活動にかかる会場使用料。 
⑧ 備品購入費 0 0  
⑨ その他経費 186,066 

 
49,953 損害保険料、協会 HP サーバー

管理料、タブレット保証料を月

割・日割按分後の金額 
⑩ 前期修正損 100,000 0 共同募金返還金 
    
    
    
    



    
 

    
    

合  計    1,106,375 ★   445,737     
 ★の金額は一致するようにしてください。 

（注）補助申請事業についての収支精算額を記入してください。 


